（別紙様式第14号別添１）


先進的有機農業拡大促進事業
事業実施計画

第１　事業実施計画作成主体
	事業実施計画作成主体名
A市

	事業実施計画作成主体の概要（団体概要）
　本市では、●●等に基づき、有機農業の推進を図ってきたところ。
　本事業の実施に当たっては、本市の●●●課が窓口となり、事業の進捗管理を行うとともに、過去の国庫補助事業等の実績を基に、適切な会計処理を行う。

※１　責任体制が把握できるように記載すること。
　２　交付金事業を実施できる能力（財政状況含む。）、交付金事業に係る経理その他の事務について適切な管理体制及び処理能力を有する内容を示すこと。

	
	氏名（ふりがな）
●●　●●

	
	所属（部署名等）
●●●課

	
	役職
●●

	
	所在地
●●●●

	
	電話番号
●●●●
	ＦＡＸ
　●●●●

	
	メールアドレス
　●●●●
	ＵＲＬ（ホームページ等）
　●●●●

	事業実施地域
　　●●県A市（●●地区）
※実施区域の地図等詳細がわかる資料を添付すること。

	有機農業に関する特定区域の設定状況（別記11第２第１項（１）関係）
	（１）設定予定時期：令和10年３月までに設定予定
（２）設定予定の区域：A市●●地区（検討中）

※既に設定している場合は、（１）に設定済みと記載し、（２）に当該特定区域の計画が位置付けられている基本計画が掲載されている都道府県のウェブサイト等のＵＲＬを記載すること。

	「有機農業と地域振興を考える自治体ネットワーク」への参加状況（別記11第２第１項（２）関係）
	（１）参加状況：未参加
（２）参加予定時期：令和９年３月までに参加予定

※既に参加している場合は、（１）に参加済みと記載し、（２）には記載不要。




第２　事業実施主体
１　スマート農業技術等に関する機械等の導入（別記11第１第１項第１号関係）
	事業実施主体名
	B農園

	代表者氏名
	●●　●●

	住所
	●●●●●●●●

	連絡先（メール及び電話）
	メール：●●
電　話：●●●●

	有機農業の取組面積と拡大目標（ha）
	品目
	R6年度
	R7年度
基準値
	R8年度
実施年度
	R9年度

	R10年度
目標値

	
	稲
	9ha
	10ha
	12ha
	
	15ha

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	（注）実施年度の欄には取り組み予定面積を記載すること。

	目標地図に位置付けられた地域計画の地域名（別記11第２第２項（１）関係）
	●●地区

	環境負荷低減事業活動実施計画等の認定（申請）年月日（別記11第２第２項（２）関係）
	令和●年●月●日認定


※団体及び協議会の場合は、農業者ごとに記入

	化学肥料及び農薬の低減に関する取組実績（別記11第２第２項（３）関係）
	取組概要：稲の有機栽培
取組期間：●年～●年

※２年間分の取組実績が分かる資料（栽培記録、販売伝票等）を添付すること


（注）１　定款、規約、収支予算等活動内容が確認できる資料を添付すること。
　　　２　事業実施主体が複数の場合は表を追加し、事業実施主体ごとに記載すること。

２　有機農業の拡大に向けた取組（別記11第１第１項第２号関係）
	事業実施主体名
	株式会社C

	代表者氏名
	●●　●●

	住所
	●●●●●●●●

	連絡先（メール及び電話）
	メール：●●
電　話：●●●●


（注）１　定款、規約、収支予算等活動内容が確認できる資料を添付すること。
　　　２　事業実施主体が複数の場合は表を追加し、事業実施主体ごとに記載すること。


３　有機農業拡大支援（別記11第１第２項関係）
	事業実施主体名
	A市

	代表者氏名
	●●　●●

	住所
	●●●●●●●●

	連絡先（メール及び電話）
	メール：●●
電　話：●●●●


（注）１　定款、規約、収支予算等活動内容が確認できる資料を添付すること。
　　　２　事業実施主体が複数の場合は表を追加し、事業実施主体ごとに記載すること。

第３　事業費総括表
	区分

	事業費

	負担区分
	事業の委託

	備考


	
	
	交付金
	事業実施主体
	
	

	
１　スマート農業技術等を活用した有機農業の拡大

２　有機農業の拡大に向けた取組










３　有機農業拡大支援


	円    
●●●





●●●












●●●


	円
●●●





●●●












●●●



	円
●●●





●●●












●●●


	(１)委託先
(２)委託する事業の内容及びそれに要する経費













	






【加工品開発】
＜株式会社C＞
原材料費　●●円
（●●円×●●個）
【展示会出展】
＜株式会社C＞
調査等旅費●●円
（●●円×往復）
情報発信費●●円
（出展料●×●小間）
印刷製本費●●円
（●●円×●冊）

【学校給食提供】
＜A市＞
原材料費　●●円
（有機農産物導入経費●●円×●回※経費の根拠は別紙のとおり）

	合　計
	●●●
	●●●
	●●●
	
	


（注）１　区分欄は、別記11の第１第１項に掲げる事業を記載すること。
２　備考欄には、区分欄に掲げる事業の経費及び事業の委託欄に掲げる（２）の経費の内訳（経費内容、単価、数量、員数等）を詳細に記載し、記載の根拠となる資料を添付すること。また、当該事業の直接的な実施者を記載する。
３　備考欄は別紙とすることができる。

第４　事業の目的及び内容
　１　事業の目的
	　●●地区では、これまで有機農業の取組が行われてきたが、担い手不足や猛暑による作業負荷の増加等により、従来の作業方式では、有機農業の取組の維持・拡大は困難な状況となっている。このため、スマート農業技術の導入等により、生産性の向上や省力化を図り、有機農業の取組面積拡大等につなげる。

※　有機農業の面積拡大の課題と課題を踏まえた事業の目的を記載



　２　実施体制
	【A市】
・事業の進捗管理、会計処理
・検討会開催（２回：事業開始当初、実施状況確認時）
・有機農産物の学校給食提供等






・事業進捗共有
・加工品の給食提供（㈱C）
・事業進捗共有
・有機米の給食提供（B農園）


【B農園】
・有機米の栽培
・出荷契約先は別紙のとおり。

【株式会社C】
・有機米加工品開発
・展示会出展等による情報発信


・事業進捗共有
・加工品原料提供
（B農園）





※　事業実施体制について、事業実施主体の構成員に加え、出荷契約先の実需者等事業に関わる者の全体像が把握できるように図示すること。
※　協議会等の連携する団体、契約先委託を行う団体、関係者が連携する会議等について、その名称及び概要を記載すること。（開催（参加）回数も記載する。）




３　事業の内容
（１）スマート農業技術等に関する機械等の導入
	　ほ場毎の収量データの収集等による生産性向上や除草作業の省力化に向けて、B農園において、以下のスマート農業技術等に関する機械の導入を行う。
・収量コンバイン　１台
・乗用型除草機　１台

※事業実施主体ごとの具体的な取組内容等を記載すること。


（注）導入等する機械等ごとに別紙様式第14号別添２（機械等導入等計画書）を作成し、添付すること。

（２）有機農業面積拡大に向けた取組
	　地域の有機米の販路の拡大に向けて、株式会社Cにおいて、有機米の加工品開発に取り組むとともに、●月に開催予定の展示会に出展し、商品のPRや実需者との商談等を実施する。

※事業実施主体ごとの具体的な取組内容等を記載すること。



（３）有機農業拡大支援
	　本事業の円滑な実施のため、A市において、事業の進捗管理を行うとともに、有機農業の理解醸成等に向けて、年に●回、有機米の学校給食提供を行う。

※事業実施主体ごとの具体的な取組内容等を記載すること。



　　４　事業の目標※（２）～（４）の成果目標はいずれか１つ選択して設定
（１）有機農業の取組面積(単位：ha)※必須
	品目
	R6
年度
	R7
年度
（基準値）
	R8
年度
（実施年度）
	R9
年度
	R10
年度
（目標値）
	増加面積
目標値－基準値

	稲
	9
	10
	12
	
	15
	5

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


（注）１　品目は、「稲」、「麦・大豆・雑穀」、「いも類・露地野菜」、「茶」、「果樹」、「施設園芸」のいずれかの分類で設定すること。
　　　２　実施年度の欄には取り組み予定面積を記載すること。

（２）有機農産物等の販売数量又は販売額（単位：kg）※選択
	
	R6
年度
	R7
年度
（基準値）
	R8
年度
（実施年度）
	R9
年度
	R10
年度
（目標値）
	増加率
（目標値－基準値）/基準値

	販売数量
	●●
	●●
	
	
	●●
	●●

	販売額
	
	
	
	
	
	



（３）取組品目の10a当たり収量の向上（単位：〇）※選択
	品目
	R〇
年度
	R〇
年度
（基準値）
	R〇
年度
（実施年度）
	R〇
年度
	R〇
年度
（目標値）
	増加率
（目標値－基準値）/基準値

	
	
	
（）
	
	
	
	

	
	
	
（）
	
	
	
	

	
	
	
（）
	
	
	
	


（注）基準値の欄は、基準値に加えて、地域の当該品目の慣行栽培における平均的な収量を括弧書きで記載すること。

（４）労働生産性の向上（単位：％）※選択
	
	R〇
年度
	R〇
年度
（基準値）
	R〇
年度
（実施年度）
	R〇
年度
	R〇
年度
（目標値）
	増加率
（目標値－基準値）/基準値

	労働生産性
	
	
	
	
	
	



５　事業成果・効果の検証方法
	　有機農業の取組面積については、栽培記録や農地台帳等で確認し、販売数量については、販売伝票等により確認を行う。

※　４の目標の達成状況を定量的に確認できる検証方法を記載すること。



６　行政施策との関連性について
	　A市では、みどりの食料システム戦略等を踏まえ、●●等に取り組み、有機農業の取組を推進している。




７　その他事業の推進に必要な事項
	①　　:●ポイント
②－１: ●ポイント
②－２: ●ポイント
③　　：●ポイント
④　　：●ポイント
⑤　　：●ポイント
⑥－１：●ポイント
⑥－２：●ポイント
⑥－３●（ア）：●ポイント
⑥－３●（イ）：●ポイント
⑥－４：●ポイント（出荷契約先は別紙のとおり）
⑦－１：●ポイント（●に該当）
⑦－２：●ポイント
⑦－３：●ポイント
（計：●ポイント）

※　みどりの食料システム戦略緊急対策交付金の配分基準に基づくポイントの内容を記載すること。
（例）①　　　　：○ポイント
②-１　　 ：○ポイント
（中略）
⑦-１ 　　：○ポイント



